
冷和元年度数値予報研修すキスト

最近の数値予報システムとガイダンスの改良について

日 次

第 1章 メツアンサンプル予報システム

1,1 1ま じめに……`・・‐・́・・・・………・……・'中

1.2 仕様……………

13 統計検討卜… ………Ⅲ………… ……‐…………………………………
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1.ど1 .ヽlEPSの和I用 と留意点 ……・……・

1馬  まとめ…

第2章 メソアンサンプルガイダンス

2.3 降水ガイダンス……………・アい

2.4 航空怒天 CPV… …………………

2.3 その他のガイダンス (降雪、風、発雷確率)…

第 3章 観測データ利用の改良及びメソ・局地数値予報システムの改良

31 全球解析における毎L測データ利用の改良…… ……‐…………  ………………………い
5S

る$

3,2 メソ解析における観測データ利用の改良及びメソ数値予報システムにおける北西太平洋高解像度日

別海両水温解析の利用開始………‐…… … …

3,3 島地解析の高度化………………………………・ヽ

第 4章 事柳」解析

41 半或30年 7月豪雨 (前緯及び台風第了号による大雨等)… ……

4.2 平成 30年吉風第 21号 ……

4.3 平成 30年台風第 24子

第5章 ガイダンスのトピツクス

5,1 12.24,48,72時 間最大降水量ガイダンスの開発・改良…………・一・……・…………Ⅲ・

5,2 最大降水量 !降雪量 '最大風運ガイダンスの精度評価……Ⅲ

付録A 数値予報システムおよびガイダンスの概要一覧表

付録 B 最近の改曽のまとの              '

付録 C プロダクトの物理量の仕様及び草出手法

付録D 数値予報研修テキストで用いた表記と統計的検証に用いる代表的な指標
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